
気
鋭
の
ギ
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
音
楽
会 

 

志
村 

良
知 

我
が
ギ
タ
ー
合
奏
団
『
ソ
ワ
サ
ン
デ
ィ
ス
』
の
リ
ー
ダ
ー
Ｎ
君
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
新
進
気
鋭
の
ギ
タ
リ
ス

ト
二
名
の
演
奏
会
が
大
倉
山
記
念
館
で
開
か
れ
た
。 

出
演
は
Ｎ
君
所
属
の
ギ
タ
ー
教
室
の
師
範
代
で
、
い
く
つ
か
の
国
内
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
位
入
賞
経
験
が

あ
る
野
島
史
行
氏
、
彼
は
な
ん
と
現
職
の
銀
行
員
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て

一
家
を
成
す
井
上
仁
一
郎
氏
。 

 

約
五
十
人
の
観
客
は
Ｎ
君
人
脈
だ
け
に
、
ギ
タ
ー
経
験
者
、
ギ
タ
ー
教
室
生
徒
が
大
部
分
で
、
平
均
年
齢
層
は

二
人
の
奏
者
の
親
く
ら
い
か
。
イ
ケ
メ
ン
の
井
上
氏
出
演
と
あ
っ
て
女
性
が
多
数
を
占
め
る
。 

 
 

最
初
に
野
島
氏
。
ギ
タ
ー
弾
き
な
ら
、
一
度
は
と
憧
れ
る
古
典
の
難
曲
を
、
豊
か
な
音
量
と
正
確
無
比
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
コ
ン
ク
ー
ル
さ
な
が
ら
に
演
奏
し
て
満
場
を
唸
ら
せ
る
。 

井
上
氏
は
多
彩
な
奏
法
を
駆
使
し
た
ギ
タ
ー
音
楽
表
現
の
追
求
者
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
か
ら
沖

縄
民
謡
ま
で
の
歌
曲
を
自
身
が
編
曲
し
た
も
の
が
並
ん
だ
。
井
上
氏
の
音
は
、
当
日
使
っ
た
楽
器
の
特
性
も
あ
り

極
め
て
繊
細
で
、
雑
音
と
し
て
嫌
わ
れ
る
左
手
指
先
が
弦
を
擦
る
音
も
全
く
し
な
い
。
息
を
す
る
の
も
憚
ら
れ
る

時
間
だ
っ
た
。 

 

第
二
部
は
二
重
奏
。
こ
れ
も
全
て
井
上
氏
の
編
曲
で
、
自
身
の
説
明
に
よ
る
と
「
二
本
の
ギ
タ
ー
で
原
曲
を
ど

こ
ま
で
追
随
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
原
曲
を
超
え
て
二
本
の
ギ
タ
ー
な
ら
で
は
の
表
現
が
で
き
な
い
か
を
追
求
し

た
」 

  

弦
楽
四
重
奏
曲
か
ら
ハ
イ
ド
ン
の
「
作
品
四
十
二
の
全
４
楽
章
」 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
曲
か
ら
古
関
祐
而
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」 

ギ
タ
ー
ソ
ロ
曲
か
ら
タ
ル
レ
ガ
の
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」 

ギ
タ
ー
協
奏
曲
か
ら
「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
・
第
二
楽
章
」 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
か
ら
マ
ン
シ
ー
ニ
の
「
ひ
ま
わ
り
」 

 

そ
し
て
締
め
は
二
人
の
テ
ー
マ
曲
、「
ル
ン
バ
・
デ
・
ア
モ
ー
ル
」。「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
の
ル
ン
バ
版
。
始
め

方
と
終
わ
り
方
だ
け
決
め
て
あ
と
は
即
興
と
い
う
火
花
散
る
よ
う
な
演
奏
が
フ
ァ
ン
の
毎
回
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
る
。
終
演
と
と
も
に
花
束
贈
呈
の
ご
婦
人
が
何
人
も
並
ぶ
。 

 

最
前
列
で
聴
い
た
仲
間
の
Ｈ
君
と
の
感
想
は
参
考
に
な
る
と
か
な
ら
な
い
と
か
で
は
な
く
、
た
だ
た
だ
「
凄
え
」

だ
け
だ
っ
た
。 


